
東

ド
イ
ッ
に
お
け
る
最
近
の
イ

ン
ド
学

研
究
情

況
 
(
大

類
)
 

三

一
六
、

東
ド
イ
ツ
に
お
け
る

最
近
の
イ
ン
ド
學
研
究
情
況

大

類

純

一
九

四
五
年

に
フ

ァ
シ
ズ

ム
が
崩
壊
し
、

一
九

四

九
年

に
ド
イ
ッ
が
東

・
西

の
二

つ
の
ド
イ

ッ
に
分
割

さ

れ
て
い
ら

い
、
爾
國

に
お
け
る
イ

ン
ド
學

の
研
究

獲
展
は
そ

れ
ぞ
れ

の
全
く
異
な

つ
た
道

を
た
ど
つ
て

い
る
。

東

ド
イ

ッ
 
(
ド
イ

ッ
民
主
共
和
國
)
 に
お

い

て
は
、

國
民
は
新

し

い
肚
會
と
し
て
の
肚
會
圭
義
肚

會

の
建
設

に
起

ち
上
が
り
、

目
下
そ
の
途
上
に
あ
る

が
、
 
一
方
西

ド
イ
ツ
八

ド
イ

ッ
連
邦
共
和
國
)
 に
お

い
て
は
職
前

に
比

べ
て
さ
し
た
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
-
上

の
大

き
な
攣
轄
は
見
ら

れ
な

い
。

こ
れ
に
呼
慮

し
て
、

西

ド
イ

ッ
に
お

い
て
は
、

ま
た
東

ド
イ

ッ
に
お
い
て

も
大
學

の
大

部
分
は
、

イ

ン
ド
學
は
他

の
あ
ら
ゆ
る

自
然
科
學

・
人
文

科
學

の
部
門
と
同
じ
よ
う
に
蕾
來

の
研
究
方
法

を
踏
襲

し

て
き
た
。
後

者
に
關

し
て
い

え
ば
、

ラ
イ
プ
ツ

ィ
ヒ
大
學

の
ヴ

ェ
ッ
ラ

ー
 (
F
r
-

W
e
lle
r
)
 が
今

な
お
か

っ
て
と
同

じ
よ
う
に
教
授

と

成
果
刊

行

に
活
躍
を

つ
づ
け

て
い
る
。
彼

の
業
績

に

封

し
て
、

最
近
、

民
圭
共
和
國
政
府

か
ら
國
民
賞
が

與

え

ら

れ

て
表

彰

さ

れ

た
。

一
九

五
四

年

に
は
、

彼

の

六

十

五

歳

の

『
碩
壽

記

念

論

文

集

』

が
公

刊

さ

れ
、

世

界

各

國

か

ら

五

十

五
人

の
學

者

の
寄

稿

を

受

け

て

い

る
。

ベ

ル
リ

ン
の
東

部

地

斑
 
(
東

ベ

ル

リ

ン
)
 で

は
、

ド

イ

ツ
科
學

ア
カ
デ

ミ

ー

が
 
T
u
r
f
a
n
 か

ら

出

土

の
著

名

な
佛

教

資

料

断

片

の
編

集

刊

行

事

業

を

績

行

し

て

お

り
、

そ

の
最

も

困

難

な

部

分

は

主

と
し

て

ヴ

ァ

ル
ト

シ

ュ
ミ

ッ

ト
 
(
E
.
 W
a
l
d
s
c
h
m
i
d
t
)
 

と

そ

の
弟

子

た

ち

が
澹

當

し

て

い

る
 
(
ヴ

ァ

ル

ト

シ

ュ

ミ

ッ
ト
自

身

は
、

現

在
、

連

邦

共

和

國

の

ゲ

ッ
チ

ン

ゲ

ン
大

學

で

イ

ン
ド
學

を

講

義

し

て

い

る
)
。

ハ
ッ

レ
大

學

で

は

ア

ン
メ

ル
 
(
K
.
 A
m
m
e
r
)
 が
、

イ

ェ

ー

ナ
大

學

の

ハ
ウ

ス
チ

ャ
イ

ル
ド
 (
R
.
 H
a
u
s
c
h
ild
)

と

同

じ
方

法

論

で
、

イ

ン
ド

の
諸

言

語

に
特

に
重

鮎

を

置

い
た

比
較

言

語

學

を

講

じ

て

い

る
。

ハ

ッ
レ

で

は
、

紳

學

の
教

授

レ

フ

マ
ン
 
(
A
.
 L
e
h
m
a
n
m
)
 が

タ

ミ

ー

ル
語

を

教

授

し

て

い

る
。

ア

イ

ン
シ

ー
デ

ル

で

臨

床

讐

學

に
從

事

し

て

い

る

ミ

ュ
ラ

ー
 (
R
.
 M
u
-

lle
r
)
 が
、

こ
こ
三
十
年
間

の
イ

ン
ド
馨
學

に

つ
い

て
の
調
査
を
獲
表
し
た
。

ラ
イ
ナ
ー
 
(
E
g
R
e
in
e
r
)

は

イ

ン
ド
地
理
學
に
關
す
る
文
獄

解
題

を
近
刊
し
、

レ
フ

マ
ン
は

イ
ン
ド
地
圖
を
刊
行
し
た
。

し

か
し
、

東

ベ
ル
リ
ン
の
フ
ン
ボ

ル
ト
大
學

で
は

情
況

が
ま
た
違

つ
て
い
た
。

そ

の
最
盛
期

に
ナ
チ
に

積
極
的

に
協
力

し
た
ブ

ラ

ロ

ー

ア
 (
B
.
 B
ra
lo
a
r
)

は

一
九

四
五
年

に
逝
去
し
た
が
、
彼
は

「
ア
ル
タ
・
シ

ャ
ー

ス
ト
ラ
」

の
部
門

に
屡
す
る
二
、

三

の
校
訂
研

究

の
勢
作

を
遺

し
た
。

し
か
し
、

こ
の
部
門

で
の
事

實

上
の
後
纒
者

は
ま

だ
現
わ

れ
て
い
な

い
。

ル
ー
ベ

ン
 (
W
.
 R
u
b
e
n
)
 が

一
九
五
〇
年

に
イ

ン
ド
學
講
座

の
椅

子
を
與

え
ら

れ
た
と
き
に
は
、

研
究
所
も
、

圖

書

も
、
助
手
、

學
生
も
皆
無

で
あ

つ
た
 
(
ナ
チ
政
灌

下

の
時
代
は
、

彼
は

ト
ル

コ
に
避
難
し
、

つ
い
で
南

米

チ
リ
ー
に
亡
命

し
た
)
。
彼
は

イ

ン
ド
學

研

究

を
、

祉
會
主
義
杜
會

の
成
長

の
新

し
い
需
要
に
適
鷹

せ
し

め
る
と
い
う
進
歩
的
方
法
論

に
お

い
て
組
織
化
す
る

こ
と
に
最
善

の
努
力
を
試
み

た
。

 

そ
れ
か
ら
の
十
年
蝕

と
い
う
歳
月
は
、

こ
の
よ
う

な
遠
大
な
仕
事

に
と

つ
て
は
き
わ
め

て
短

い
も

の
で

あ

つ
た
が
、

し
か
し
既

に
こ
の
新
し

い
指

針
を
か

か

げ

て
さ
し
昇

り
は
じ

め
た

イ
ン
ド
學

の
特

色
に

つ
い

て
は
、

か
な
り
記
述

し
て
お
く

こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

他

の
肚
會

圭
義
諸
國

の
イ

ン
ド
學
者
、

と

く
に

モ
ス
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ク
ワ
、

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー

ド
、

プ

ラ

ー

グ
 
(
プ

ラ

ハ
)

の
各

大

學

の
諸

學

者

の
研

究

協

力

に

よ

つ

て
助

力

を

受

け

た

が
、

東

ド

イ

ッ

の

イ

ン
ド
學

は
、

そ

の
特

有

の
特

色

と

い

う

べ
き

も

の
を

も

つ

て
お

り
、

過

去

百

五

十

年

の

あ

い

だ

の

よ
く

知

ら

れ

た

ド
イ

ツ

・
ブ

ル

ジ

ョ
ワ

・
イ

ン
ド
學

の
人

文

圭

義

的

傳

統

の
基

礎

の

上

に
再

構

成

さ

れ
な

け

れ

ば
な

ら

な

か

つ
た
。

ベ

ル

リ

ン
に

お

い

て

は
、

リ

ェ
ー

ダ

ー

ス
 (H
.
 L
u
d
e
r
s
)
、

ピ

シ

ェ
ル
 (
R
.
 Pisc
h
e
l
)
、
ウ

ェ
ー

バ

ー
 (
A
.
 W
e
-

b
e
r
)
 等

の
學
風

で
あ

つ
た
。

 

古

い

ド
イ

ッ
の
傳

統

に

よ

れ

ば
、

イ

ン
ド
學

は
言

語

や

文

學

の
歴

史

を

研

究

の
封

象

と

す

る

こ

と
を

必

須

と
す

る

こ
と

に
重

黙

を

お

い
た

言
語

學

・
文

獄

學

の

一
支

流

と

し

て

み

な

さ

れ

て

い

た
。

し

か

し
、

現

代

の
傾

向

は
、

イ

ン
ド

と

い
う

も

の
を
分

析

す

る

か

ぎ

り

の
あ

ら

ゆ

る
科

學

と
人

文

學

を
す

べ

て
包

含

す

る

ま

で
に

こ

の
分

野

を

据

張

す

る

こ

と

に
あ

る
。

つ

ま

り
、

地
理

學
、

経

濟
、

歴

史
、

考

古

學
、

言

語

史
、

宗

教

史
、

自

然

科

學

史
、

藝

術
、

文

學
、

音

樂

等

々

の
す

べ
て

で
あ

る
。

ブ

ル

ジ

ョ
ワ

・
イ

ン

ド
學

が
、

古

代

イ

ン
ド
、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト
、

プ

ラ

ー

ク

リ

ッ

ト

と

ア

パ
ブ

ラ

ン

シ

ャ
等

に

ほ

ぼ

限

つ

て
研

究

封

象

と

し

て

い
た

の

に
封

し

て
、

杜

會

圭

義

イ

ン
ド
學

は
、

現

實

に
生

き

て

い

る

肚
會

・
言

語

・
文
學

等

を

も
包

・

含

す

る

こ
と

を
目

指

し

て

お

り
、

ま

た
同

様

に

ヴ

ェ

ー
ダ

以

前

時

代

を

も
、

今

日

い
わ

ゆ

る

「
部

族

」

と

呼

ん

で

い
る

ム

ン
ダ

ー
や

ド

ラ

ヴ

ィ

ダ

の
資

料

か

ら

騙

使

し

て
、

で
き

る

か

き

り

の
再

建

を
試

み

る

こ

と

を

企

圖

し

て

い
る
。

こ

の
よ

う

に
、

現

代

イ

ン
ド
學

に

と

つ
て

は

人

類

學

や
文

化

人

類

學

も
重

要

な

位

置

を

占

め

る

に

い
た

つ
た
。

ル
ー

ベ

ン
 
(
一
九

五
〇

年

よ
り

東

ド

イ

ッ

・
フ

ン

ボ

ル
ト
大

學

イ

ン
ド
學

講

座

捲
當
)
 
は
、

一
九

三

六

-
三
七
年

に

イ

ン
ド

の
地

を

踏

ん

だ

と
き

に

既

に
、

ア
デ

ィ

ヴ

ァ
ー

シ

ン
 
(
A
d
h
iv
a
s
in
'
s
 
原

住

民
)
 
に

つ

い

て

の

こ

の
よ

う

な
問

題

に
興

味

を

抱

い

て

い

た
。

そ

し

て

一
九

三

九

年

に

ム

ン
ダ

ー

「
部

族

」

の
,
 一
つ

に
見

ら

れ

る
。

ア

ス

ラ
 
(
A
su
ra
's
)
 に

つ

い

て
、

ア

マ
チ

ュ
ア
と

し

て

一
つ
の
論

文

を

刊

行

し

た
 (
E
i
-

L
e
id
e
n
,
 19
3
9
)
。
二

十

年

後

の

一
九

五

八

年

に

は
、

彼

の
門

弟

の

一
人

で
人

類

學

の
方

法

論

を

身

に

つ
け

た

ハ
イ

ド

リ

ッ

ヒ
 
(
J
.
 H
e
id
ric
h
)
 が

イ

ン

ド

村

落

共

同

髄

の
諸

問

題

を

研

究

し

た
。

イ

ン
ド
村

落

の

獲

展

を

理

解

す

る

こ
と

な

し

に

は
、
イ

ン
ド

の
肚

會

・

歴

史

・
文

化

を

理

解

す

る

こ

と

は
不

可

能

で
あ

る

か

ら

で
あ

る
。

マ

ル
ク

ス
 
(
K
.
 M
a
r
x
)
 は
、

マ

ル

ク

ス

・
レ

ー

ニ

ン
主

義

に

ょ

る

イ

ン
ド
學

の
礎

石

を

布

石

し

て
、
 
一
八

五

三
年

に
既

に

こ

の
貼

を

強

調

し

た
。

不

幸

に

も
、

ド

イ

ッ

の
イ

ン
ド
學

者

は

一
九

五

三

年

に
ル
ー
ベ

ン
が

こ
の
論
題

に

つ
い
て
の
論

文
を
書

く

ま

で
、

こ
の
業
績
を
見
落
し
て

い
た
。

そ
し

て

一
九

五
七
年

に
は
、

奴
隷
制
肚
會
と
封
建
制
度

の
時
代
に

お
け

る
イ

ン
ド
村
落
に

つ
い
て
の
さ
ら
に
別
個

の
論

文
を

ル
ー
ベ

ン
は
獲
表

し
た
 
(
K
a
rl
 M
a
r
a
 
u
b
e
r

A
g
ro
r
e
th
n
o
g
r
a
p
h
y
,
 19
5
7
,
 
2
2
3
 

S
 q
q
.
)
。ア

ー

リ

ヤ

以

前

の
イ

ン
ド

「
部

族

」

の
文

學

に

つ

い
て

の

論

文

に

お

い

て
、

彼

は

カ

ラ
 
(
K
h
a
r
a
'
s
)
、オ

ー

ラ

オ

ー

ン
 (
O
r
a
o
n
s
)
、
ア

ス
ラ
、

コ
ー

タ
 (
K
o
ta
's
)

等

の
民

話

・
歌
謡

・
訓

諺

等

の
分

析

を

試

み

た
。

こ

れ

は
、

ヴ

ニ
ー

ダ

以
前

の
石

器

時

代

に
お

い

て
、

イ

ン
ド

の
民
衆

は
、

そ

の
肚

會

が
實

髄

的

に

は
何

ら
今

日

と

攣

つ
て

い

な

い

と
同

様

に
、

そ

の
文

學

の
諸

類

型

に

お

い

て

も
、

今

日

の

そ

れ

と
酷

似

し

て

い

る
も

の

を
知

つ
て

い

た

に

ち

が

い

な

い

と

い
う

こ

と
を

示

そ
う

と

し

た

も

の

で
あ

る
。

ま

さ

に
、

こ

の
ヴ

ェ
ー

ダ
以

前

の
文

學

の
中

に

こ

そ
、
イ

ン
ド
學

者

は
、

「
ジ

ャ
ー

タ

ヵ
」

や

『
パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト

ラ
』

の
よ

う

な

後

世

の

イ

ン
ド
説

話

文

學

だ

け

に

か

ぎ

ら

ず
、

厳

事

詩

や

拝

情

詩
、

戯

曲

文

學

に

も

連

綿

と

つ
づ

く

イ

ン

ド
文

學

の
淵

源

・
本

質

を

探

し

あ

て

な

け

れ

ば

な

ら

東

ド
イ

ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ

ン
ド
学
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三

一
七
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東

ド
イ
ッ
に
お
け
る
最

近

の
イ

ン
ド
学

研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三

一
八

な

い
 
(U
e
b
e
r
 d
ie
 L
it
e
ra
tu
r
 d
e
r
 v
o
r
a
r
isc
h
e
-

n
 (
S
ta
m
m
e
 I
n
d
ie
n
s
,
 Be
r
lin
,
 19
5
2
)
。

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
語

學

・
文

學

は
、

な

お

今

日

の

ベ

ル
リ

ン
に

お

い

て
も

イ

ン

ド
學

の
主

要

な

教
授

項

目

で
あ

る
。

一
九

五

二

年

に
、

ル
ー

ベ

ン
は

ダ

ン
デ

ィ

ン
の

『
ダ

シ

ャ

ク

マ
ー

ラ

チ

ャ
リ

タ

』

を

分
析

し

た

論

文

を

書

き
 (
D
ie
 E
r
le
b
n
i
s
s
e
 
d
e
r
 z
e
h
n
 P
r
-

in
z
e
n
,
 B
e
rl
i
n
,
 
19
5
2
)
、作

者

が

シ
ヴ

ァ

へ

の

バ

ク

テ

ィ
信

仰

に
基

づ

き

つ
つ
、

カ

ウ

テ

ィ

ル
ヤ

の

シ

ニ
カ

ル
な
姿

勢

を

い

か

に

そ

の
材

料

と

し

て
使

用

し
、

攣

革

せ

し

め

よ
う

と

し

て

い

る

か
を

論

誰

し
、

帝

王

の
顧

問

辮

護

士

と

し

て

の

バ

ラ

モ

ン
の
観

鮎

か

ら
見

た
立

場

か

ら

こ

れ
を

執

筆

し

た
。

一
九

五
六

年

に
、

彼

は

『
ム

ド

ラ

ー

ラ

ー

ク

シ

ャ

サ
』

を

倫

理

的

視

匙

か
ら

分

析

評

論

し

た
 
(D
e
r
 S
i
n
n
 d
e
s
 D
ra
m
a
s

"D
a
s
 S
ie
g
e
l
 u
n
d
 R
a
k
sa
s
a
"
,
 
B
e
r
li
n
,
 
19
5
6
)
。

ダ

ン
デ

ィ

ン

の
場

合

と
同

じ

よ

う

に
、

ヴ

ィ

シ

ャ
ー

カ

ダ

ッ
タ

は
、

ヵ

ウ

テ

ィ

ル
ヤ

が

運
命

を

信

じ

て

い

る

の
と

は
大

き
く

相

違

し

て
、

ラ

ー

ク

シ

ャ

サ
が
彼

の
最

後

の
圭

人

で
あ

る

ナ

ン
ダ

に
深

い
露

依

を

捧

げ

て

い

る

と

い
う

限

り

に

お

い

て

は
、

ラ

ー

ク

シ

ャ
サ

の
方

が

チ

ャ
ー

ナ

キ

ヤ
よ

り

も

勝

れ

て

い

る

こ

と

を

認

め

て

い
る
。

こ

の
作

家

は
、

ダ

ン
デ

ィ

ン
の

よ

う

に
、

大

臣

の
任

務

を

逐

行

す

る

に
當

つ

て

の
義

務

や

難

局

に

つ

い
て
非

常

に

大

き

な

關

心

を

示

し

て

い

る
。

ル
ー
ベ

ン
は
、
『
パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト

ラ
』
特
に
同

一

系

統
に
屍
す

る

『
タ
シ

ト
ラ
ー
ク
ヤ
ー
イ
カ
』
を
倫

理
的
観
貼

か
ら

ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
研
究
を
公
刊
す
る

豫
定

で
い
る
。
ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
シ

ャ
ル

マ
ン
も
ま
た
、

ラ
イ
オ

ン
の
從
者

と
し

て
の
山
犬

と
牡
牛
を
帝
王

の

奴
隷

の
問
題

と
し
て
取
扱

い
、
下
暦
階
級

か
ら
帝
王

を
眺

め
る
奴
隷

の
観
黙

か
ら
專
制
君
圭
を
批
釧
し

て

い
る
。
同
時

に
、
不
道
徳
な
大
臣

で
あ

る
山
犬
ダ

マ

ナ
カ
を
、

凋
裁
專
制
政
治

に
見
ら

れ
る
定
石
ど
お
り

の
臣
下

と
い
う
観
鮎

か
ら
批
到
を
加

え
て
い
る
。

こ

の
よ
う

に
、
ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
シ

ャ
ル

マ
ン
の
抱
く
實
利

の
概
念
は
、

カ
ウ
テ
ィ
ル
ヤ
の
そ
れ
と
は
異
な

つ
て

い
る
。

カ
ウ
テ
ィ
ル
ヤ
に
よ
る
實
利

と
は
專
制
君
圭

の
利
盆

に
奉
仕
す
る
政
略
、

駆
引
き

で
あ
る

の
に
封

し

て
、
『
パ
ン
チ

ャ
タ

ン
ト
ラ
』

に
お

い

て
は
、
實

利
は
專
制
君
主
に
從
属
す
る
臣
下

に
役
だ

つ
た
め

の

現
實

の
智

恵
を
意
味
す
る
。

こ
の
相
違
は
、
歴
史
的
・

肚
會
學

的
解
繹
を
必
要

と
す
る
。

カ
ウ
テ
ィ
ル
ヤ
と

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
シ

ャ
ル
マ
ン
の
時
代

の
間

に
は
、

ロ
ー

マ
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
、
中
國
等

と
の
通
商

の
獲
展

に

件
な

つ
て
、
『
カ
ー

マ
ス

ー

ト

ラ
』
た

言
う
 
n
a
g
a
-

r
ik
a
 (
市
民
)
 と
し
て

の
富
裕
な
商

人
階
級

が
ま
す

ま
す
重
要

な
存
在

と
な
り
、

爾
來

こ
の
階
級

が
ヴ
ィ

シ

ュ
ヌ
シ

ャ
ル
マ
ン
の
よ
う
な
時
代
精
棘

を
支
持
す

る
こ
と

が

で
き
た
の
で
あ
り
、

そ

の
結
果

『
ア

ル
タ

 
シ
ャ
ー

ス
ト

ラ
』
と

『
パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト

ラ
』

と

の

間
に
、
、イ

ン
ド
肚
會
は
,
 
き

わ
め
て
徐

々
に

で
は
あ
る

が
奴
隷

制
肚
會
か
ら
封
建
制
肚
會

へ
と
移
行
し
た
。

カ
ー
リ
ダ
ー
サ

の
生
存
年
代
は
、

こ
の
同
じ
過
渡

期
に
鯖
せ
ら
れ
る
に
ち
が

い
な

い
。
彼
も
ま
た
そ

の

作
品

の
随
所

で
、
同
様

の
、
し
か
し
も

つ
と
懐
柔
的

な
言
譜

で
帝

王

へ
の
非
難
を
敢

て
獲
し
て

い
る
。
宮

廷
詩
人
と
し
て

の
彼

は
、

ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
シ

ャ
ル
マ
ン

ほ
ど
率

直
に
は
批

釧

の
矢
を
放

つ
こ
と
が

で
き
な
か

つ
た
。

し
か
し
、
『
ラ
グ
ヴ

ァ

ン

シ

ャ
』

の
專
制
君

主
山
ア
グ

ニ
ヴ

ァ
ル
マ
ン
は
、
『
パ
ン
チ

ャ
タ

ン
ト
ラ
』

 
の
ラ
イ
オ

ン
よ
り
も
ま
し
だ
と
は

い
え
な
い
。

バ

ル

ト
リ

ハ
リ
は
、

そ

の
三

つ
の

「
シ
ャ
タ
カ
」

の
中
で
、

偉
大

な
學
識

と
天
賦

の
詩
的
才
能
を
も
ち
な
が
ら
愚

鈍

で
貧
欲

な
圭
人

の
下

で
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
バ

ラ

モ
ン
の
烈

し
い
憤

お
り
を
た
た
き

つ
け
て
、
假
名

の
專
制
君
圭

を
非
難

し
て

い
る
。
彼

は
禁
欲
圭
義

へ

の
逃
避

を
勧
め
て
い
る
。
『
パ

ン
チ

ャ
タ

ン
ト

ラ
』

の
第
二

の
書

に
描

か
れ
た
二
十
日
鼠

の
よ
う

に
、
人

間
肚
會

か
ら
奥

ふ
か
い
森
林

に
避
難
、

遁
世
す

る
の

で
あ
り
、

そ

こ
で
の
み
ほ
か
の
亡
命
動
物

と

一
結

に

な

つ
て
、
自
分

の
欲
す

る
友
情

を
見
出
す

こ
と
が

で

き
る
。

し
か

し
帝
王

の
宮
廷

で
は
、
牡
牛
と

ラ
イ
オ

ン
と
山
犬

の
物
語
り

が
示
す

よ
う
に
友
情

の
成
立
を

見
る

こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
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こ

の

よ
う

な

倫

理

問
題

を

古

代

イ

ン

ド
が

い
か

に

扱

か

つ
た

か
を

見
出

す

た

め

に
、

ル
ー

ベ

ン
は

一
九

五

六

年

に
短

い

カ
ー

リ

ダ

ー

サ

研
究

論

文

を

獲

表

し

た
 
(
K
a
lid
a
sa
,
 B
e
r
li
n
,
 
1
9
5
6
)
。古

代

イ

ン
ド

の

倫

理

を

理

解

す

る

こ

と

な

し

に

は
、

現

代

イ

ン

ド
を

理

解

す

る

こ

と
は

と

う

て

い
不

可

能

で

あ

る
。

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
、

と
く

に

キ

リ

ス
ト

教

倫

理

が

相

封

立

し

た

概

念

で

あ

る
利

他

主

義

と

利

己

圭

義

に

基

礎

を

お

い

て

い

る

の

に
封

し

て
、

古

代

イ

ン

ド

の
倫

理

は
、

一

封

の
概

念

で

あ

る
 
p
r
a
v
r
tt
i
 と
 
n
iv
r
t
ti
 (
能

動

主

義

と
寂

静

主

義
)
 
に
そ

の
根

底

を

お

い

て

い
る
。

の
四
重

の
匿
分
も
ま
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
倫
理

に
は

異

質

の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

イ

ン
ド
の
倫

理

の
意
味
を
把
握

せ
ん
が
た
め
に
古
代
イ

ン
ド
文
學

を
注
意
ぶ
か
く
研
究
す
る
な
ら
ば
、

テ
ィ
ラ
ク
や

ガ

ー

ン
デ

ィ
ー
の
よ
う
な
偉
大
な
人
物
を
さ
ら
に

一
段

と
す
ぐ

れ
た
方
法
論

に
お

い
て
把
握

で
き
る
よ
う

に

な
る
ば
か
り
か
、
今
日

の
イ

ン
ド
人

の
卒
均
値
を
理

解
す

る
こ
と
に
も
な
り
得

る
と
思

わ
れ
る
。

肚
會
圭

義
イ

ン
ド
學

に
お
い
て
は
、

カ
ウ
テ
ィ
ル

ヤ
と
古
代

イ
ン
ド
國
家

に
つ
い
て
の
彼

の
著
書
は
特

別

の
注
目

に
値
す
る
。
第

一
に
、

テ
ク
ス
ト
の
年
代

論

と
そ
の
著
者

の
眞
儒
性

の
問
題

は
、

い
ぜ
ん
と
し

て
今
後

の
研
究

の
確

立
に
侯

た
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

こ

の
目

的

の

た

め

に

は

『
ア

ル

タ

シ

ャ

ー

ス

ト

ラ
』

の
中

に
記

さ

れ

る

ジ

ャ

ン
グ

ル
居

住

部

族
 
(
a
ta
v
i
)

の
重

要

な

役

割

り

を

研

究

せ
ね

ば

な

ら

な

い
。

グ

プ

タ
時

代

に
お

い

て
、

政

治

家

が

こ
れ

ら

の
部

族

に

つ

い

て
く

り

返

し

て
考

え

な

け

れ
ば

な

ら

な

か

つ
た

と

想

像

す

る

こ

と
は

と

う

て

い

で

き

な

い
 
(
W
.
 R
u
-

1
9
5
7
,
2
0
1
 

S
 q
q
.
)
。し
か
も
、

カ
ウ

テ

ィ
ル
ヤ
は

マ
ウ
リ
ヤ
王
朝

の
最
初

の
時
期

の
歴
史
的
情
勢
に
準

擦

し
た
比
較
的
小
さ
な
國
家
形
態
を
記
述
し

て
い
る

と
い
う
鮎

に
重
き
を
お
く

こ
と
が

で
き
る
。

ア
シ

ョ

ー
カ
王
が
彼

の
息
子

た
ち
を
地
方

の
総
督
な

い
し
支

配
者

に
任
命

し
た
と
全
く
同
様

に
、

ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー

ラ
は
そ
の
息
子

ア
シ

ョ
ー
カ
王
を
タ

キ
シ
ラ
の
統
治

者

と
し
て
任
命
し
、

そ

の
よ
ヶ
な
方
法

で
イ
ン
ド
の

大
部
分
を
組
織

し
て

一
大
帝
國
を
築
き
上
げ
よ
う
と

試

み
た
。
そ

れ
以
前

に
は
帝

國

の
組

織

は

存

在

せ

ず
、

カ
ウ
テ
ィ
ル
ヤ
の
生
涯

に
は
あ
り
得
な
か

つ
た
。

も
し
も

『
ア
ル
タ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
が
後

代

の
著
作

で
あ
る
な
ら

ば
、
そ

の
中

に
こ
の
帝
國
機

構

の
あ
る

も

の

を
期

待

す

べ

き

で

あ

る
。

(
W
.
 R
u
b
e
n
:

1
95
5
)
。

さ

ら

に
、

四

種

の
學

問
 
(v
id
y
a
'
s
)
 
に
關

す

る

カ

ウ

テ

ィ

ル
ヤ

の
第
二

章

は
、

『
バ

ガ

ヴ

ァ

ド

・
ギ

ー

タ

ー
』

の
教

え

に

は

よ

く

一
致

す

る

が
、

『
サ

ー

ン

キ

ヤ

・
カ

ー

リ

ヵ
ー

』
『
ヨ
ー

ガ

・
ス
ー

ト

ラ
』

『
ヴ

ァ
ィ

シ

ェ
ー

シ

ヵ

・
ス

・ー

ト

ラ
』

等

の
倫

理

的

な
教

え

に

は

一
致

し

な

い
よ

う

な
或

る
種

の
知

識
と

し

て

哲

學
 
(
a
m
v
ik
sik
i
)
 を
述

べ
て

い

る
。

そ

し

て
、

ヵ
ウ

テ

ィ

ル

ヤ
が

哲

學

と
宗

教

を

正

し

く
匠

別
す

る

と
き

に

は
、

彼

の
立
,
 
脚

灘

は

組

織

哲

學

の
最

初

の
バ

ラ

モ

ン
學

派

と

し

て

の
叙

事

詩

サ
ー

ン

キ
ヤ
 
(
E
p
ic

S
a
m
k
h
y
a
)
 の
哲

學

と

同

時

代

に

基

づ

く

も

の

と

さ

れ

る

か
も

し

れ
な

い
。

そ

し

て
そ

れ

は
、

ヴ

ェ
ー

ダ

の
宗

教

と
は

著

し
く

異

な

つ

て
動

物

犠
牲

を

拒
否

し
、

ピ

ン
ド

ゥ

ー
教

に
封

比

し

て
自

在

紳
 (
i
s
v
a
r
a
)

の
概

念

を

否

認

し

た
 (
W
.
 R
u
b
e
n
:
 T
h
e
 B
e
g
i
n
-

1
95
8
,
 pp
.
 17
4
f
f
.
)
。
カ

ウ

テ

ィ

ル
ヤ

と

マ

ヌ
が

女

性

の
肚

會

的

地

位

に

つ

い

て
書

い
た

貼

を
封

照

し

て

み

る

と
、

カ

ウ

テ

ィ

ル

ヤ

の
時

代

が

マ

ヌ
の
時

代

よ

り

も

優

つ

て

い
る

こ
と

が

明

ら

か

に

な

る
。

こ

の

こ

と

は
、

女

性

の
役

割

り

は
、

古

代

ヴ

ェ
ー

ダ

肚
會

の

方

が

後

世

の

ヒ

ン

ド

ゥ
ー

肚

會

よ

り

も
遙

か

に
高

い

と

い
う

肚
會

獲

展

の

一
般

方

向

と

全

く

一
致

し

て

い

東

ド
イ
ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ

ン
ド
学
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三

一
九
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東

ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近

の
イ
ン
ド
学
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三

二
〇

る
 
(
P
r
a
b
h
a
ti
 M
u
k
h
e
r
je
e
 が

こ

の
論

題

に

つ

い

て

の
論

文

を

書

い

て

い

る

が

未

公

刊

で

あ

る
)
。

ア

ル
タ
を

説

く

他

の
論

師

た

ち
、

バ

ラ
ド

ヴ

ァ
ー

ジ

ャ

(
B
h
a
r
a
d
v
a
ja
)
 學

派
晒や

ブ

リ

ハ

ス

パ

テ

ィ
 
(
B
r
-

h
a
sp
a
ti
)
 學

派
、

ま

た

諸

學

匠
 
(
a
c
a
r
y
a
)
 た

ち

と

カ
ウ

テ

ィ

ル

ヤ

と

の
議

論

は
、

い
ず

れ
も

同

じ

ょ

う

な
類

似

の
線

で
読

明

さ

れ

得

る
。

も

し

も
、

カ

ウ

テ

ィ
ル

ヤ
が

マ
ウ

リ

ヤ
王

朝

の
最

も

初

期

の
時
代

に

囑

し

て

い
る

な

ら

ば
、

彼

の
先

輩

學

者

は
彼

よ

り
年

長

で
あ

つ
て
、

少

な

く

と

も

ナ

ン
ダ

時

代

に
活

動

し

て

い
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

ナ

ン
ダ

王
朝

は
、

一
代

で

全

ガ

ン
ジ

ス
流

域

一
帯

を

征

服

し

た
。

當

時

の
最

強

の
軍

隊

を

も

ち
、

こ

の
軍

除

を

維

持

す

る

た
め

に

莫

大

な

財

寳

を

集

め

た
。

こ

れ
ら

の
議

論

の
数

節

の

中

に
、

こ

の
種

の
問

題

が

お

か

れ

て

い
る

情

況

に

封

す

る
言

及

を

見
出

す

こ

と

が

で
き

る

で
あ

ろ

う
 (
F
r
.

W
i
l
h
e
m
 が

こ

の
論

題

に

つ

い

て

の

論

文

を

書

い

て

い

る

が
未

獲

表

で
あ

る
)
。

し

か

し
な

が

ら
、

問

題

は

さ

ら

に
複

雑

で
あ

つ

て
、

愼

重

な

研

究

調

査

を

必

要

と

す

る
。

第

一
の
必

須

要

件

は
、

手

に

入

り
得

る

あ

ら

ゆ

る
爲

本

や

註

繹

書

の

資

料

を
蒐

集

し

て
、
テ

ク

ス
ト

の
 c
r
itic
a
l
 
e
d
itio
n

を

準

備

す

る

こ

と

で
あ

る
。

マ
ラ

ヤ
ー

ラ

ム
語

の
註

繹

書

は
、

そ

れ

を
讃

む

立

場

に

い
な

い
イ

ン
ド

學

者

に

封

し

て
理

解

の
助

け

と
な

る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

ル

ー

ベ

ン
が

一
九

五
七

年

に

マ
ド

ラ

ス
を

訪

れ

た

際

に
、

ラ

ガ
ヴ

ァ

ン
 (
V
.
 R
a
g
h
a
v
a
n
)
 が

そ

の

サ

ン

ス
ク
リ

ッ
ト
課

と
英

課

の
準

備

が

あ

る

こ
と

を

約

束

し
た

が
、

や

が

て
大

き
な

貢

鰍

を

果

す

こ
と

に

な

る

で
あ

ろ

う
。

ガ

ナ

パ

テ

ィ
 (
G
a
n
a
p
a
t
i
)
 
の
註
繹

の

中

で
は
、

そ

の
古

い

マ
ラ

ヤ

ー

ラ

ム

の
註
羅

の
部

分

と

こ

の
偉
大

な

學

者

が

つ
け

加

え

た
彼

自

身

の
手

に

な

る

部

分

と

を

匿

別

す

る

こ
と

は

不

可

能

で

あ

る
。

こ

の
よ

う

な
準

備

作

業

の
助

け

に

ょ

つ
て

の

み
、

こ

の
重

要

な

テ

ク

ス

ト

の
正

し

い
解
繹

が
保

誰

さ

れ
得

る

の
で

あ

る
。

次

に
、
『
ア

ル
タ

シ

ャ
ー

ス
ト

ラ
』
の
成

立

年

代

の

問

題

は
、

言

語

學

的

観

貼

か

ら

も
槍

討

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

パ

タ

ン
ジ

ャ
リ

の

『
マ

ハ
ー

バ

ー

シ

ャ
』
、

カ

ウ

テ

ィ

ル

ヤ

の

『
ア

ル
タ

シ

ャ

ー

ス

ト

ラ
』
、
ヴ

ァ

ー

ツ

ヤ

ー

ヤ

ナ

の

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

バ

ー

シ

ャ
』

の
散

文

を

封

比

さ

せ
た

と

き
、

『
ア

ル

タ

シ

ャ
ー

ス
ト

ラ
』

の
言

語

と

文

髄

は

『
ニ
ヤ

ー

ヤ

バ

ー

シ

ャ
』

の
そ

れ

よ

り

も

『
マ

ハ
ー

バ

ー

シ

ャ
』

に
ず

つ
と

近
接

し

て

い

る

こ

と

が
明

ら

か

に

な

る
。

現

在

シ

ャ

ル

フ

ェ

(
W
.
 S
c
h
a
r
he
)
 が

ベ

ル

リ

ン

・
ア

カ
デ

ミ
ー

で

こ

の
論

究

に
從

事

し

て

い
る
。

こ
れ

は
、

カ

ウ

テ

ィ

ル

ヤ

と

そ

の
著

作

に

つ

い
て

の
傳

読

上

の
年

代

を

支

持

す

る

こ

と

に
も

適

用

さ

れ

得

る
。

し

か

し
、

現

在

の

と

こ

ろ
は

『
ア

ル
タ

シ

ャ
ー

ス
ト

ラ
』
の

一
々
の
語

・

旬

が
す

べ

て

カ

ウ

テ

ィ
ル

ヤ
自

身

の
筆

に
成

つ
た

も

の

だ

と
断

定

す

る

こ

と

の

で
き

な

い

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。

も

し
も
、

そ

れ
が

マ
ウ

リ

ヤ
時

代

の
初

期

に
凝

す

る
も

の
な

ら

ば
、

カ

ウ

テ

ィ

ル

ヤ
は

そ

れ

を

著

述

し

た

の

で
は

な

く

て
、

門
弟

に

教
投

し

た

も

の

で
あ

る
。

そ

れ

か

ら
、

或

る

期

間
-
お

そ

ら

く

数

世

紀

の
あ

い
だ

口
頭

に

ょ

る
傳

承

に

よ

つ

て
傳

え

ら

れ

た

の

で
あ

り
、

後

世

の
増

補

や
改

攣

が

行

な

わ

れ

た

こ
と

は

き

わ

め

て

あ

り
得

る

こ

と

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

こ

の

テ
ク

ス
ト

の
議

展

は

『
マ

ハ
ー

バ

ー

ラ

タ
』

の
そ

れ

と
類

似

し

て

お
り
、

こ

の
大

叙

事

詩

と

と

も

に
研

究

さ

れ

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
。

 

二

つ
の
古

代

イ

ン
ド
叙

事

詩

は
、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー

イ

ズ

ム
の
現

存

す

る
最

古

の
記

録

で
あ

り
、

そ

の

ヒ

ー

ロ

ー
は

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

の
撫催
化

と

し

て

の

ラ
ー

マ
と

ク

リ

シ

ェ
ナ

で
あ

る
。

『
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ

』

と

叙

事

詩

に
描

爲

さ

れ
光

ヴ

リ
ト

ラ
に

封

す

る

イ

ン
ド

ラ

の
翻

孚

を

封

照

比

較

す

る

と
、

ヴ

ェ
ー

ダ

の
宗

教

と

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

の
相

違

が

き

わ

だ

つ
て
明

ら

か

に

な

る
。

『
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ

』

に

お

い

て

は
、

イ

ン
ド

ラ
は

職

士

の
英

雄

的

指

導

者

で
あ

る
。

叙

事

詩

に

お

い
て

は
、

彼

は

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
に

よ

つ
て
同

復

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
罪

業

ふ

か

き

も

の

で
あ

り
、

バ

リ
、

イ

ン
ド

ラ
、

ナ

フ

シ

ャ
、

そ

し

て

ふ
た

た

び

イ

ン
ド

ラ
、

バ

リ

と

い

う
系

列

に

お

い

て
唯

一
の
暴

君

で
、

か

れ
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ら
は
互
い
に
最
大
級

の
野
攣

で
暴
虐

な
方
法

で
相
手

を
欺
き
、
挑
職
し

て
や
ま
な
い
。

そ
の
舞
毫
ば
、

イ

ン
ド
ラ
が
最
初

に
バ
ラ
モ
ン
殺

し
の
罪
を
婦

せ
ら
れ

て
い
る
ブ

ラ
ー
フ

マ
ナ
時
代

に
既

に
獲
達

し
は
じ
め

て
い
た
肚
會

の
特
色
を
備
え
て
い
る
。
『
リ
グ
・ヴ

ェ

ー
ダ
』
は
、

ア
ー

リ
ヤ
人
の
原
始
部
族
肚
會

の
最
後

の
段
階

の
最
大

の
記
録

で
あ
り
、

叙
事
詩

は
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教

の
最
初
の
記
録

で
あ

る
が
、

こ
の
ヒ

ン
ド
ゥ

ー
教
は

ナ
ン
ダ
王
朝

や

マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
下

の
古
代
イ

ン
ド
の
奴
隷
制
專
制
政
治

の
頂
鮎

の
直
後

に
始
ま

つ

た
イ

ン
ド
封
建
圭
義

の
宗
教

で
あ
る
。

そ
れ
に
封
し

て

「
ブ
ラ
ー

フ
マ
ナ
」

は
、
獲
展
途
上
に
あ
る
奴
隷

制
祉
會

の
第

一
の
段
階

に
属

す

る
 
(
W
.
 R
u
b
e
n
:

古
代

イ

ン
ド
の
文

學
、
宗
教
、

哲
學
等

を
こ
の
よ

う
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

イ

ン
ド
肚
會

の
獲
展
段

階

の
系
列
を
樹

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
關

し

て
、
と
く
に

シ
ュ
ー
ド
ラ
が
研
究

さ
れ
る
必
要

が

あ
る
。
『
ア
イ
タ
レ
ー

ヤ
・
ブ
ラ
ー

フ
マ
ナ
』
第

七
章

に
よ
れ
ば
、

か
れ
ら

は
無
差

別
に
殺
鐵

さ
れ
た
も
よ

う
で
あ
る
。

ア
シ
ョ
ー
カ
王
と
カ
ウ
テ

ィ
ル
ヤ
の
時

代
に
は
、

村
落
の
住
民
 
(
當
時

は
ほ
と
ん
ど
、全
住
民

が
シ

ュ
ー
ド
ラ
で
あ

つ
た
)
 は
か
れ
ら

の
家
郷

か
ら
、

帝

王
に
よ

つ
て
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
ジ

ャ
ン
グ

ル
の

中

に
造
螢
さ
れ
た
新
し

い
村
落
に
移

迭
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
い
た
。

そ

の
こ
と
は
、

か
れ
ら
が
自
由
農

民

で
は
な
く
、
國
家
に
隷
厩
し
、
左
右
さ
れ

て
い
た

こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

と
く
に
ブ

ラ
ー
フ

マ
ナ
時
代

に
お
け
る

シ

ュ
ー
ド
ラ
は
、
,
 
き
わ
め

て
原

始
的
な
古
代

ス
パ
ル
タ
型

の
奴
隷

で
あ
る

ヘ
ロ
ッ
ト

(
H
e
lo
ts
)
 と
同
じ
よ
う
に
呼
ば
れ
る
傾
向

に
あ
る
。

し
か
し
、

後

に
な

つ
て
彼
ら

の
状
況
は
改
善

さ
れ
た

が
、

こ
の
こ
と
は
奴
隷
所
有

の
制
度
が
幾

分
弱

ま
り
、

封
建
制
度

へ
の
移
行

に
入
り
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味

し
た
と

い
え
る
。

さ
ら
に
後

に
な

つ
て
最

近
代
に

い

た
る
ま

で
、

シ

ュ
ー
ド
ラ
は

イ
ン

ド
の
封
建

制
度
下

に
お
け
る
或
る
特
種

の
小
作
人
と
し

て
棲

息
し
て
き

た
。
『
リ
グ
・
ヴ

ェ
ー
ダ
』
は
ま
だ

シ

ュ
ー
ド
ラ
が
存

在
し
な

い
古
代
初
期

の
産

物

で
あ

り
、
「
ブ
ラ
ー

フ

マ
ナ
」
は

ガ
ン
ジ
ス
河
流
域

の
征
服
時
代
を
、

奴
隷

シ

ュ
ー

ド

ラ
 
(
S
u
d
ra
-H
e
lo
t
s
)
 に
封

し

て

ア
ー

リ

ャ

ン
以
前

の
先

住

民

族
 
(
P
r
e
-A
r
y
a
u
)
 を

服

從

さ

せ

る

も

の
と

し

て
表

わ

し

た
。

し

か
し
、

さ

ら

に

数

世

紀

の
問
、

ヴ

ァ

イ

シ

ャ
は
村

落

に
お

い

て
勢

力

を

握

つ
て

お

り
、

か

な

り

後

ま

で

ヴ

ェ
ー
ダ

の
宗

教

は

生

き
残

つ
て

い
た
。

だ

が
、

シ

ュ
ー
ド

ラ

が
徐

々
に

小

作

人

と

な

り
、
村

落

の
住

民

の
主

盤

と

な

り
、
決

定

的

な

生
産

者

と

な

つ
た

と

き

に
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

は

ヴ

ェ
ー

ダ

の
宗

教

と

は
違

つ

て
、

シ

ュ
ー

ド

ラ

に
も

門

戸

を

閉

鎖

し

な

い
宗

教

と

な

り

は

じ

め

た

(
W
.

n
c
e
s
,
 
B
e
rli
n
,
 
1
9
5
7
)
。絶

え

る

こ
と

な

く

縫

績

す

る

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の

い

ろ

い
ろ

の
特

色

を

見

る

と
、

シ

ュ
ー

ド

ラ
肚

會
 
(
階

級
)
 
が

擾

頭

す

る
諸

段

階

を

知

る

こ

と
が

で
き

る
。

第

一
に
、

ウ

パ

ニ
シ

ヤ

ッ
ド

時

代

の
諸

師

た
ち

は
、

露

魂

の
輪

廻
轄

生

の

概

念

を

獲

展

さ

せ
た

が
、

こ

の
観

念

は

元

來

ヴ

ェ
ー

ダ

に
最

初

か

ら
あ

つ

た
も

の

で
は

な

く
、

イ

ン
ド

土

着

の
固

有

思

想

で
あ

り
、

つ
ま

り

ム

ン
ダ

ー
語

族

等

の
宗

教

の

一
部

分

で
あ

る
。

攻

に
、

最

古

の
佛
教

徒

は
、

こ

れ
も

ま

た
も

と
も

と

ヴ

ェ
ー

ダ

以
前
 
(
P
r
e
-V
e
d
ic
)
 

の

シ

ャ
ー

マ

ニ
ズ

ム

に
起

原

を

も

つ
と

思

わ

れ
る

ヨ

ー

ガ
を

獲

展

さ

せ
た
。

最

後

に
、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

の

バ

ラ

モ

ン
た
ち

は

シ
ヴ

ァ
と
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
お

よ

び
そ

の
権

化

の
概

念

を

進

展

さ

せ

た
が
、

そ

の
概

念

も

同

じ

よ

う

に

は

じ

め

は

ヴ

ェ
ー

ダ
以

前

の
先

住

民

族

が

も

つ

て

い

た

も

の

で
あ

る
。

ち

よ

う

ど

キ

リ

ス

ト
教

團

が

奴

隷

所

有

の
最

後

の
時

代

を

通

じ

て
、

奴

隷

解

放

翻

孚

か

ら
主

導

的

な

封

建

制

冠

會

の
宗

教

と
な

つ

た

よ

う

に
、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
教

も

ま

た

ほ

ぼ

同

様

の
蒔

代

に

シ

ュ
ー

ド

ラ
階

級

か

ら

議
達

し

た

の

で

あ

る
。

し

か

し
、

ヘ

ロ

ッ
ト

や

原
始

的

家

内

奴

隷

や
、

ま

東

ド
イ
ッ
に
お
け

る
最
近

の
イ

ン
ド
学
研
究
情

況
 
(
大

類
)
 

三
二

一
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東

ド
イ

ッ
に
お
吐

る
最
近

の
イ
ン
ド
学

研
究
情

況
 
(
大

類
)
 

三
二
二

た
ご
く
少
数

の
鑛
山
奴
隷
、

帝
王

の
倉
庫

・
領

土
内

の
奴
隷
と

い
つ
た
形

で
、

イ

ン
ド
の
奴
隷
所
有
制
度

と
い
う
も

の
は
ギ
リ

シ
ア
や
ロ
ー

マ
等

に
お
け
る
私

有
財
産
と
し
ズ
の
奴
隷
制
度

と
は
封
照
的
に
未
嚢
達

(未
解
消
)
 の
ま
ま
残

つ
・て
い
た
。

小
家
族

の
イ

ン

ド
村
落

で
は
、
奴
隷

を
所
有
す

る
こ
と
は
何
ら
数
果

的
な
利
盆

を
も
た
ら
さ
な

か
つ
た
。

同
じ

こ
と
は
手

工
藝

に
つ
い
て
も
通

じ
る
。
村
落

の
内
部

で
は
、

實

に
多
く

の
家
父
長
 
(
族
長
)
 椹

の
要
素
が
な
お
蝕
命

を
保

つ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ

え
、
昨
今

に
い
た
る
ま

で

農
村

の
機
構
を
残
し

て
い
る

イ

ン
ド
祉
會
は
、

ロ
ー

マ
帝
國

の
崩
壊
を
機

に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お

い
て
見
ら

れ
た
よ
う
な
、

奴
隷
制
肚
會

か
ら
封
建
制
批
會

へ
の

劇
的
な
推
移
と

い
う
も

の
が
見
出
さ
れ
な
か

つ
た

の

で
、
活
氣
を
失
な

つ
た
ま
ま
沈
滞
し

て
い
た
。

村
落

の
攣
遷
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
か

つ
た
し
、

封

建
制
度

も
比
較
的
未

獲
達

の
ま
ま
存
績
し

て
い
た

の
で
、

イ

ン
ド
の
封

建
制
度
を
特
色
づ
け
る

こ
と
は

容
易

な
こ
と
、で
は
な

い
。
農
業
技
術

等
の
議
展

に

つ

い
て
は
現
在

に
お
い
て
も
ま
だ
獲
表
し
得

る
多

く

の

成
果

が
出

て
い
な

い

が
、
無
敷

の
種
族
 
(
ja
t
i
)
 

が

嚢
達
進
化

し
た
事
實

は
、
或

る
種

の
手
工
業

の
專
門

分
化

と
い
う

こ
と
を
示

し
て
い
る
し
、

そ
れ
は
職

業

の
進
歩

と
い
う
意
味

あ
い
を
も

つ
て

い
る
。

イ

ン
ド

特
有

の
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
開
墾

は
、
幾

世
紀

を
通
じ

て
、

ま
た
今
日
に
お

い
て
さ
え
も
充
分

で
は
な

い
。
そ

の

た
め
、
幾

つ
か
の

「
種
族
」
は
今
日

に
至

る
ま

で
遠

隔
邊
境

の
高
原
地
帯

に
隠
棲

し
て
い
る
事
態

で
あ
る
。

商
業
取
引
き
は
、

ロ
ー

マ
、
ア
フ
リ
カ
、

イ

ン
ド
、不

シ
ア
、
ト

ル
キ

ス
タ

ン
、
中
國
等

の
諸
外

國
と
結

ば

れ
て
獲
達
し
て
富

を
イ

ン
ド
に
も
た
ら
し
た
が
、

こ

の
こ
と
は
同
時
に
、
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
多

く

の
外

國

の
民
衆
に
よ

つ
て
手
に
入
れ
た

い
と
願

わ
れ
た
手

工
藝
品
を
生
産
し
得

る
ま
で
に
、

イ

ン
ド

の
技
術

が

向
上

し
た

こ
と
を
謹
明
し
て

い
る
。

奴
隷
制
杜
會
か
ら
封
建
制
肚
會

へ
の
攣

輻
は
き
び

し
く
難
し

い
問
題

で
あ

つ
た
が
、

そ
れ
は
軍

に
上
述

し
た

よ
う
な
ヴ

ェ
ー
ダ

の
宗
教
か
ら

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

へ
の
推
移
を
も
た

ら

し

た

り
、
『
ア

ル
タ

シ
ャ
ー

ス

ト
ラ
』
か
ら

『
パ
ン
チ
ャ
タ

ン
ト

ラ
』
に
い
た
る

「
ア

ル
タ
」

の
意
味
を
攣
え
た
イ

ン
ド
宗
教
史
に
と

つ
で

だ
け

で
な
く
、

ま
た
愛
に

つ
い
て
新
し

い
重
要
性
が

見
ら

れ
る
よ
う
に
な

つ
た
文
學
に
と

つ
て
も

い
え
る

こ
と

で
あ
る
。

プ

ル
ー
ラ
ヴ

ァ
ス
と

ウ
ル
ヴ

ァ
シ
ー
、

ア
ガ

ス
テ
ィ
ヤ
と
ロ
ー
パ
ー
ム
ド
ラ
ー
、

ウ
シ

ャ
ス

等

の
よ
う
に
、

リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
ダ
讃
歌

の
中

で
も
愛

は
幾

つ
か

の
役
割
り
を

演
じ

て

い

る

の

に
封

し

て

(
こ
れ
ら
は
比
較
的
素
朴

で
、
當
時

の
肚
會

の
原
始

的
賦
態

に

一
致

し
た
原
始
的
な
あ
り

の
ま
ま

の
か
た

ち

で
表
現
さ

れ

て

い
る

が
)
、
前
述

し
た
攣
遷
時
代

の
産

物

で
あ

る

『
マ

ハ
ー

バ

ー

ラ

タ

』
『
ラ

ー

マ
ー

ヤ

ナ
』

の
二

大

叙

事

詩

に
お

い

て
は
、

ラ

ー

マ
と

シ

ー

タ

ー
、

ユ
デ

ィ

シ

ュ
テ

ィ

ラ

と

ド

ラ

ウ

パ

デ

ィ
ー

の
よ

う

な
愛

人

た

ち

に
封

し

て

さ

え

も
、

愛

は
幾

分

タ

ブ

ー

に

も
似

た
扱

い
を

受

け
、

愛

に

つ
い

て

語

る

こ
と

は

不

當

で

あ

る

と

み

な

さ

れ

て

い
た
。

し

か

し
、

封

建

制

祉
會

が
獲

達

し
、

教

養

の
あ

る

都

市

住

民

や

上

流

市

民
 
(
n
a
g
a
r
ik
a
)
 が

齪

起

す

る

こ
と

に

よ

つ

て
 
(
か

れ

ら

が

い

か

な

る

カ

ー

ス

ト
 
(
v
a
r
n
a
)
 で

あ

る

に

せ

よ
)
、
愛

は

新

し

い

『
カ
ー

マ

・
ス
ー

ト

ラ
』

や

マ
ト

ゥ
ラ

ー
、

ア

マ
ラ

ー

ヴ

ァ

テ

ィ
ー

の
造

形

美

術

や

ハ
ー

ラ
、

バ

ル
ト

リ

ハ

リ
、

ア

マ

ル

の
野

情

詩

や

カ
ー

リ

ダ

ー

サ

の
よ

う

な

天

才

作
家

の
戯

曲

や

新

叙

事

詩

の
主

題

と

な

る

に

い
た

つ
た
。

こ

の
黙

に
お

い

て
、

い
ず

れ

も

ラ

ー

マ
と

シ
ー

タ

ー
を

詩

に

歌

つ
た
最

高

水

準

の
詩

人

で
あ

る

ヴ

ァ

ー

ル

ミ

ー

キ

と

カ

ー

リ
ダ

ー

サ
を

比

較

封

照

す

る

こ

と
に

よ

つ

て
、

杜

會

の
大

き

な

攣
質

状

況

を

究

明

す

る

こ

と
は

き

わ

め

て
存

盆

な

こ

と

で

あ

る
 (
W
.
 R
u
b
e
n
:
 V
a
lm

ik
i

v
a
m
sa
,
 
Z
D
M
G
 1
0
7
,
 
1
9
5
7
,
 

5
7
5sq
q
.
)
。そ

れ
以

後

に
獲
達

し
た
上
流
市
民
階
級
は
、

ダ
ル

マ
や

モ
ー

ク
シ

ャ
の
よ
う
な
出
家
僧
侶

の
理
想

と
は
著
し

い
封
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照

を

な
す

ア

ル

タ

や

カ

ー

マ

の
よ

う

な
新

し

い
題

目

を

求

め

る
詩

人

た

ち

に
聲

援

を

迭

つ
た
。

哲

學

史

に
關

し

て

は
、

肚
會

圭
義

イ

ン
ド
學

は

そ

れ

を
唯

物

論

と
観

念

論

の
間

の
翻

孚

と

し

て
規

定

七

て

い

る
。

ち

よ

う

ど
ギ

リ

シ
ア
哲

學

が

タ

レ

ス

と

そ

の

イ

オ

ニ
ア
自

然

哲

學

派

の
萬

物

有

生

論

(
物

活

論
)
 

か

ら

始

ま

つ
た

よ

う

に
、

イ

ン
ド
哲

學

は

『
チ

ャ
ー

ン

ド
ー

ギ

ヤ

・
ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド
』

箪
翔六

篇

の
中

に

現

わ

れ

る

ウ

ッ
ダ

ー

ラ

カ

・
ア

ー

ル

ニ
の
物

活

論

と
、

彼

と

反
封

の
立

場

に
立

ち
、

イ

ン
ド
最

初

の
観

念

論

者

で

あ

る

ヤ

ー

ジ

ュ

ニ
ャ
ヴ

ァ

ル
キ

ヤ

を

以

て
起

源

と

し

て

い

る
 
(
W
.
 R
u
b
e
n
:
 B
e
g
in
n
 
d
e
r
 P
h
il

o
so
p
h
ie
 in
 I
n
d
ie
n
,
 B
e
r
li
n
,
 
1
9
5
5
-
5
6
)
。唯

物

論

は
、

そ

の
後

ブ

ッ
ダ

の
時

期

に

お

い
て

(
少

な

く

と

も
佛

教

の
傳

承

に
よ

れ

ば
)
 
全

盛

を

き

わ

め
、

肉

髄

と
別

個

の
璽

魂

な

ど

は
無

い

ど

い

う

こ

と

を

詮

明

せ

ん

が

た

め
に

重

要

な
實

験

を
行

な

つ
た

パ

ー

ヤ

ー

シ
王

の

よ
う

な

も

ろ

も

ろ

の
典

型

が
あ

る
。

原

子

論

は

イ

ン
ド

で
は

ジ

ャ
イ

ナ
教

と

と
も

に
始

ま

つ
た

よ
う

に
思

わ

れ
、

原

子
論

は
本

質

的

に
唯

物

論

者

の

學

説

で
あ

る
。
、サ

ー

ン
キ

ヤ
學

派

の
二

元

論

は
、

プ

ル

シ

ャ
の
た

め

に

の

み
働

く

プ

ラ

ク

リ

テ

ィ

よ
け

も

プ

ル

シ

ャ
の
方

が
重

要

で
あ

る

と

い
う

限

り

に
お

い

て
は
、

そ

れ
自
髄

観

念

論

的

で
あ

り
、

物

質

は

不

漸

に
獲

展

す

る

と

い
う

學

読

の
中

に

典
型

的

な

唯

物

論

の
諸

要

素

を

含

ん

で

い

る
。

し

か

し
、

イ

ン
ド

の
唯

物

論

者

は

あ

え

て
唯

物

論

の
著

述

を

書

か

な

か

つ
た
。

ジ

ャ
ヤ

ラ
ー

シ

・
バ

ッ
タ
が

彼

の

『
タ

ッ
ト

ヴ

ァ

・

ウ

パ
プ

ラ

ヴ

ァ

シ

ン

ハ
』

の
中

に
論

述

し

た

も

の

は

唯

物

論

で
は

な

く

て
、

ナ

ー
ガ

ー

ル

ジ

ュ
ナ

と

そ

の

一
門
、

お

よ

び

シ

ュ
リ

ー

ハ
ル

シ

ャ
の

『
カ

ン
ダ

ナ

カ

ン
ダ

カ

ー

デ

ィ
ヤ
』

の
流

儀

を

汲

む

不

可

知

論

で

あ

る
 
(
W
.
 R
u
b
e
n
:
 
U
e
b
e
r
 d
e
n
 T
a
tt
v
o
p
a
p
l
a
-

W
i
e
n
,
 
1
9
5
8
)
。

そ

れ

ゆ
え
、

わ
れ
わ
れ

の
イ

ン
ド

唯
物
論
に

つ
い
て
の
知
識
は
、

観
念
論

の
諸
著
作

の

中

に
散
見

さ
れ
る
唯
物
論

に
封
す
る
批
到

に
專

ら
櫨

つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
も
そ
れ
ら
は
唯
物
論

者

た
ち
を
講
刺
風

に
描

い
て

い
る
。
こ

の
貼

に
お

い

て
、

イ

ン
ド
の
観
念
論
者
た
ち
は
は
な
は
だ
寛
大
さ

を
敏

い
て
い
た

の
で
あ
る
。

 

こ
の
態
度

で
、
イ

ン
ド
學

の
肚
會
圭
義

的
な
立
場

に
立

つ
た
見
地
で
は
イ

ン
ド
の
宗
教

・
文
學

・
哲
學

等

の
獲
達

の
主
要
な
線

を
ひ
く

こ
と
を
試

み
る
。

ま

ず
第

一
に
、

イ

ン
ド
が

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
同

じ
よ
う
に

(
或
る
程
度

ま
で
中
國

や
中

・
南
米

さ
え
も
同
様

に
)
、

叙
事
詩

・
演
劇
・

仔
情
詩

・
小
論

・
唯
物
論
哲
學

・

観
念
論
哲
學

や
最
初

の
多

神

教
 
(
『
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ
』
等

に
見

ら
れ
る
)
、
ま
た
そ

の
次

に
纈

起

す
る

一
神
教

の
幾

つ
か
の
型
 
(
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
や
全

キ
リ

ス
ト
教
系
統
等
)
、
讐
學

・
天
文
學

・
数
學

・
文
法
學
・

韻
律
學

・
詩
學

・
演
劇
論

・
論
理
學

・
倫
理
學

・
縮

書

・
造
型
美
術

・
建
築
學

・
音
樂

・
怯
律
學
・

政
治

學
等

々
を
産

み
出
し
た

と
い
う

こ
と
は
驚
く

べ
き

こ

と
の
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

し

か
し
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に

お
け
る
と
同

じ
く

イ

ン
ド
に
お
い
て
も
、

そ

の
肚
會

は
部
族

生
活

の
原
始
的
段
階

か
ら
都
市
や
國
家

へ
、

奴
隷
制
か
ら
封
建
制

へ
と
獲
達

し
た
こ
と
、
諸
所

に

お

い
て
民
衆

は
よ
り
高
度
な

生
活
水
準
を
得

ん
た
め

に
生
産

を
増
進

さ
せ
て
い
た

こ
と
、
獲
展

の
可
能
性

は
制
限

な
い
し
束
縛

さ
れ
て
い
た
こ
と
、

い
か
な
る

住
民
も
奴
隷
制
か
ら

一
學
に
資
本
主
義
肚
會

へ
と
進

む
こ
と
は

で
き
な

い
 
(
た
と
え
外
部
か
ら
援
助
が
無

く

と
も
)
 と

い
う
こ
と
、
資

本
圭
義
髄
制
か
ら
氏
族

制
生
活

へ
逆
行
す
る
肚
會
と

い
う
も

の
は
あ
り
得
な

い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
、

は
じ
め
に
驚

き

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
と
も
理
解

で
き
る
よ
う
に
な

る
。

わ
れ
わ
れ
の
眼
前

に
は
肚
會

の
嚢
展
法

則
が
明

ら
か
に
現

わ
れ
、

そ
の
法
則

が
再
考

さ
れ
得

る
と
こ

ろ
で

の
み
わ
れ
わ
れ
は
科
學

に

つ
い
て
語

る
こ
と
が

で
き
る
 
(
W
.
 R
u
b
e
n
:
 

In
d
ie
n
 u
n
d
 d
ie
 M
e
n
-

b
o
l
d
t
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
,
 

1
9
5
7
/
5
8
)
。こ

の

よ

う

に
、

東

ド
ィ
ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ

ン
ド
学
研
究
情

況

(
大

類
)
 

三
二
三
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東

ド
イ
ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ

ン
ド
学
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三
二
四

肚
會
主
義

に
立
脚
す
る
學
者
た
ち
は
、
歴
史

を
あ
ら

ゆ
る
そ

の
分
科
部
門
に
お

い
て
科
學
と
し
て
確
立

し

て
お
り
、

イ

ン
ド
學
も
ま
た
他

の
學
問
分
野

の
中

に

あ
っ
て
同
じ

で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、

肚
會

の
獲
達
に

つ
い
て
の

疑
う
蝕

地

の
無

い
決
定

的
諸

段
階
を
確
立
し
て
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
は
イ

ン
ド
史

の
各

時
代
に
お
い
て
何

が
進

歩
的
で
あ
る
か
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し

て
進
歩
、

前
進
す

る
も
の
を
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
は
特

に
研
究
封
象

と
し
て
取
扱
う

に
相
當

す
る
も
の
と
み

な
す
。

わ

れ
わ
れ
自
身

の
屡
す

る
こ
の
現
代

に
お

い

て
も
新
し

い
も
、の
の
重
要
性

に
重
き
を
お
く
よ
う

に
、

古
代

イ

ン
ド
に
お

い
て
も

わ
れ
わ
れ
自
身

の
民
族
に

知

つ
て
、

認
め

て
も
ら

い
た

い
新
し
く

て
前
進
的
な

も

の
を
古

代
イ

ン
ド

の
文
化
遺
産

の
主
要
な
要
素
と

し
て
わ
れ
わ
れ
は
稽
讃

す
る
。

古
代

イ
ン
ド
の
獲
達

に
お
い
て
も
構
讃

す
る
に
値

い
す
る
も

の
で
あ

つ
た

も

の
を
高

く
評
債

す
る

こ
と

の
中

に
、
わ
れ
わ
れ
が

今

日
の
イ

ン
ド
に
封

し
て
抱
く
同
胞
意
識
を
助
長
す

る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ

る
と
確
信

し
て
や
ま
な

い
。

そ

れ
ゆ
え

に
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
、

カ

ー
リ
ダ
ー
サ

の

よ
う
な
詩
人

た
ち
、
ウ

ッ
ダ
ー
ラ

カ
・
ア
ー

ル

ニ
の
よ

う
な
哲
學
者
た
ち
、

ヴ

ァ
ー
ツ
ヤ
ー

ヤ
ナ
や
デ

ィ
グ

ナ

ー
ガ

の
よ
う
な
論
法
家

た
ち
、

パ
ー

ニ
ニ
等

の
よ

う
な
文
法
學
者
を
非
常

に
高
く
評
債

し
、

こ

の
よ
う

な
古
代

イ

ン
ド
の
文
化
遺
産

の
要
素

で
も

つ
て
、
わ

れ
わ
れ
自
身
が
纏
承
す

べ
き
文
化

の
傳
統
を
内
容
豊

富

な
も
の
に
し
た
い
と
願

つ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

わ

れ
わ
れ
の
祉
會
主
義

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
の

一
部
分

で

あ
る
。

こ
れ
が
、

わ
れ
わ
れ
が
イ

ン
ド
を
ま
さ
に
そ

の
太
初

か
ら
學
習

し
よ
う

と
す

る

一
つ
の
目
的

で
あ

る
。

し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
古
代

イ

ン
ド
に
の
み
固

執

し
て
離

れ
な

い
と
い
う

の
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ

の
目
的

は
、
今

日
あ

る
が
ま
ま
の
イ

ン
ド
を
理
解
す

る
こ
と
で
も
あ

る
。

 

イ

ン
ド
近
代
史
を
研
究
す

る
方
法
論
を

わ
れ
わ

れ

に
示

し
て
く

れ
た

こ
と
で
特
筆
す

べ
き

は

マ
ル
ク
ス

で
あ

る
。

一
八
五
三
年

に
、

ポ

ン
ペ
イ
か
ら

タ
ナ
ま

で
の
最
初

の
鐵
道
が
開
通

し
た
と
き
に
、
彼
は

こ
の

事
實

の
重
要
性
を
直
ち

に
見

て
と
り
、

同
じ
年

に
、

こ
の
こ
と
は

イ

ン
ド
工
業
化

の
端
緒

で
あ

る
と
い
う

こ
と
を
著
述
し
た
。

彼

は

一
八
五
三
年

に
は
既
に
次

の
よ
う

に
書

い
て
い
る

「
英
帝
國

は
も
ち

ろ
ん
自
國

の
植
民
地
的
利
釜

に
興
味

を
も
つ
て
い
る
だ
け

で
あ

る
が
、

鐵
道

の
修
理

工
場

を
建

て
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、

そ

の
た
め

に
工
業
化
と

い
う

こ
と
は
も
は
や
と
ど
め

る
こ
と
は

で
き
な

い
」

と
。
事
實
、

英
帝
國
は
イ

ン

ド
の
工
業
化
を
妨
げ
る

こ
と
に
死
力
を

つ
く
し
、

た

だ
機
關
車

と
貨
車

の
最
初

の
製
造

工
場
を
建
設
す
る

こ
と
だ
耐
壱

イ
ン
ド
に
放
任

し
て
い
た
。

一
八
五
七

年

に
は

マ
ル
ク
ス
は
、

イ

ン
ド
人
民

の
翻

い
が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
の
革
命

に
と
つ
て
い
か
に
重
要

で
あ

つ
た
か

を
認

め
、

そ
れ
に
比
例

し
て
英
帝
國
は
イ

ン
ド
に
軍

隊

と
資
金

を
迭

ら
な
け

れ
ば
な

ら
ず
、

そ

の
た
め
に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
階
級
闘
箏

が
弱
ま

る
に
い
た

つ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。

テ
ィ
ラ
ク
が
八
年
間
投
獄

さ
れ
た

一
九
〇

八
年

の
ボ

ン
ベ
イ
勢
働
者

の
ゼ
ネ
ス

ト
の
直
後

に
、

レ
ー

ニ
ン
は
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
イ

ン
ド
が
祉
會
主
義
革
命

に
進

む
途

上
に
あ

る
こ
と
を

詮
す

る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認

め
た
。

こ
の
よ
う

に
、

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義

の
古
典
は
、
現
代
史

の
方

法
論

に
あ

つ
て
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
史
観

に
封

し
て
唯
物
史

観

が
優
越

し
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
。

A
d
v
a
n
c
e
d

H
i
s
t
o
r
y
 

o
f
 I
n
d
i
a
 

に
も
、
ア

ル
ス
ド
ル
フ
 (
A
ls
-

d
o
l
f
,
 
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
國

の

ハ
ン
ブ

ル
グ

大
學
教

授
)
 の
近
代

イ

ン
ド
史

の
著
書
に
も
、

現
代

に
お
け

る
こ
の
よ
う

な
重
要
な
事
實

に
言
及
し

て
い
な

い
と

い
う

こ
と
が
指
摘

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

れ

ゆ
え

に
、

こ
れ
ら

は
わ

れ
わ
れ
の
關
心
を
満
足
さ

せ

得
な

い
も

の
が
あ

る
。
現
在
イ

ン
ド
に
お

い
て
進
行

し

つ
つ
あ

る
も

の
、
イ

ン
ド
の
獲
展

の
路

線
、

明
日

の
イ

ン
ド
か
ら
期
待
し
う
る
も

の
を
わ
れ
わ
れ
は
理

解
し
た

い
の
で
あ

る
。

ド
イ

ッ
の
少
肚
歴
史

學
者
た
ち
の
中

に
は
、

イ

ン

ド
近
代
史
・

現
代
史

の
研
鑛

に
努
力

し
て
い
る
も
の
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が

い
る
。

今

日

に
至

る

ま

で

イ

ン
ド
學

者

ジ

ル
バ

ー

シ

ュ
タ

イ

ン
 
(
T
h
.
 Silb
e
r
st
e
in
)
 は
、

一
九

五

七

年

・
五

八
年

に

お

い

て

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル

と

ケ

ー

ラ
ラ

に
關

す

る

二

つ
の
小

冊

子

を

公
刊

し

た
。

イ

ン
ド

の

こ

の
二
州

は
、

ケ

ー

ラ

ラ

は
最

初

の
共

産

窯

政
府

が

出

現

し

た

こ

と

で
、

カ

シ

ュ
ミ

ー

ル
は

土

地

改
革

等

を

き

わ

め

て
進

歩

的

な

方

法

で
實

行

し

て

い
る

こ

と

で
、

わ

れ
わ

れ
に

最

大

の
興

味

を

喚

起

さ

せ

て

い

る
。

し

か

し
、

こ

の
學

徒

は

ま

た

バ
ー

サ
に

つ
い

て

の
研

究

を
書

き
、

特

に

そ

の
戯

曲

『
ウ

ル

バ

ン

ガ
』

を

『
マ

ハ
ー

バ

ー
ラ

タ

』

の
中

に

語

ら

れ

て

い
る
物

語

り

と
封

比

す

る

こ

と

に

よ

つ
て
、

彼

の
イ

ン
ド
學

の

枠

が

い
か

に

巾
廣

い

か

を

示

し

て

い
る
。

ム
ケ

ル
ジ

ー
 
(
R
.
 K.
 M
u
k
h
e
r
je
e
,
 一
九

五

三
年

か

ら
五

七

年

に

至

る

聞
東

ド

イ

ッ
民

主

共

和

國

の
客

員

教

授
)
 

の
弟

子

で
イ

ン
ド
學

研

究

所

助
手

と

し

て
研

究

中

の

ユ
ン

ク
 
(
R
.
 J
u
n
g
)
 は
、

イ

ン
ド
近

代

史

を
教

授

し

て

お

り
、

特

に

イ

ン
ド

の

工
業

化

問

題

に
關

心
を

彿

つ
て

い

る
。

彼

は
、

モ
ス

ク

ワ

に

あ

る

ソ

ビ

エ
ト

科

學

ア
カ

デ

ミ

ー

の
東

洋

研

究

所

イ

ン
ド
部

の
研

究

組

織

の
中

で
現

在

ポ

ス

ト
を

得

て
研

究

中

で
あ

る
が
、

こ

こ

で

は
約

五
十

人

の
若

い
學

者

が
数

部

門

に
分

れ

て
、

一
つ

の
完

全

な

方

向

に

ま

と

ま

つ

て
相

互

協

同

研

究

禮

制

を

と

つ
て

い
る
。

ま
た

他

の
學

究

ハ
イ

ド

リ

ッ
ヒ
 
(
前

述
)
 
は
、

イ

ン

ド
村

落

の
諸

問

題

に

っ

 

い

て

の
學

位

論

文

を

完

成

し

た

が
、

昨

秋

か

ら
教

壇

 

に
出

講

し

は

じ

め
た
。

 
 

現

代

イ

ン
ド
諸

語

に

關

し

て

は
、

二
人

の
若

い

イ

 

ン

ド
人

が

ヒ

ン
デ

ィ
ー

語

と

ベ

ン
ガ

ー

ル
語

を
教

え

 

て
お

り
、

レ

ニ
ン
グ

ラ

ー

ド

で

そ

の
研

究

を
卒

え

た

 

若

い

ド
イ

ッ

の
女

子

研

究
者

ジ

ル
バ

ー

シ

ュ
タ

イ

ン

 
(
C
.
 S
ilb
e
r
st
e
im
)
 が

パ

ン
ジ

ャ
ー
ブ

語

を

教

え

て

い
る
。

從

つ
て
、

こ

の
語
學

の
分

野

に

お

い

て
も

一

 

つ

の
幕

が

切

つ
て
落

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

あ

る
。

し

か

 

し
、

い
か

に
話

す

か

と

い
う

こ

と

を

教

え

る

だ
け

で

 

は
瀧

足

は
得

ら

れ

る

べ
く

も

な

い
。

現

代

諸

語

の
歴

 
史

を

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

や

プ

ラ

ー

ク

リ

ッ
ト

か
ら

今

 

日

に

至

る

ま

で

の
研

究

を

跡

づ

け

た

い

と
思

う
。

し

 
か
も
現
代

イ

ン
ド
文
學
史

を
教
授

し
得

る
人
を
必
要

 
と
、し
て

い
る
。

祉
會
圭
義

ド
イ

ッ
に
お
け
る
イ

ン
ド
學
は
、

イ

ン

 
ド
が
数

千
年

來
わ
れ
わ
れ
自

身

の
獲
展

に
酷
似
し
た

 
線

で
獲
展

し
た
こ
と
を
、

肚
會

の
最

も
原
始
的
段
階

 
か
ら
、
資
本

圭
義
か
ら
肚
會
主
義
に
推
移
す

る
に
い

 
た
る
ま
で
人
類

の
護
展
を
支
配
す
る
法
則
を
示

じ
な

が
ら
、

イ

ン
ド
國
民

に
教
え
る

こ
と
に
意
義
を
も

つ

 
て
い
る
。

イ

ン
ド
學
は
、

イ

ン
ド
の
文
化
遺
産

と
い

 
う
富

で
も

つ
て
、

わ
れ
わ
れ

の
文
化
を
富
ま
す

と
こ

 
ろ
に
意
味

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

イ

ン
ド
學
は

ド

 
イ

ッ
民
族
を
啓

獲
し
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
は
肚
會
圭

義

の
形
を

か
ち
と
る
と

い
う
信
念
を
科
學
的

な
方
法

で
強
め
る

こ
と

で
重
要

で
あ
る
。

イ

ン
ド
學

は
、

他

の
あ
ら
ゆ
る
諸
科
學

と
同
様
に
、

そ
れ
自
髄

の
も

つ

眞
理

の
た
め
に

の
み
あ
る

の
で
は
な
く
、

人

間
肚
會

を
よ
り
良
く
攣

革
し

て
い
く
と
い
う
最
終
目

的
に
重

要

な
意

味
を
も

つ
の
で
あ
る
。

過
去
数

力
年

間

の
ペ

ル
リ

ン
に
お
け
る
イ

ン
ド
學

の
護
展

は
、
肚

會
圭
義

ド
イ

ッ
肚
會

の
全
般
的
な
創
造

活
動

の

一
つ
の
小
さ

な
見
本

で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

附

記
 

W
a
lte
r
 
R
u
b
e
n
 
は
、

S
tu
d
ie
n

ie
n
,
 H
e
f
t
 1
9
)
 い
ら

い
わ

た

し

が
親

爽

し

て

き

た

イ

ン
ド
學

者

で
あ

り
、

特

に

一
九

五

四
年

に

公

刊

さ

れ

た
 G
e
s
c
h
ic
h
te
 d
e
r
 in
d
is
ch
e
n
 P
h
ilo
s
o
p
h
ie
,

B
e
r
lin
 
は
、

イ

ン
ド
學

界

に

お

い

て

イ

ン
ド

哲

學

を

は

じ

め

て
唯

物

史

観

の
立
場

か

ら
研

究

解

明

し

て

膣

系

づ

け

た

異

例

の
勢

作

で
あ

つ
た
。

 

か

ね

が

ね

わ

た

し

は
、

從

來

の

イ

ン
ド
思

想

史

の

展

開

圖

式

の
説

明

が
、

つ
ね

に

ア

ー

リ

ヤ
民

族

に

よ

る

ヴ

ェ
ー

ダ

の
宗

教

思

想

を
原

貼

と
し

て
、

北

イ

ン

ド

を
東

西

に

わ

た

つ
て
獲

展
す

る
階

級

的

観

念

論

に

終

始

し

て
、

そ

れ

か

ら

一
歩

も
踏

み
出

し
え

て

い

な

東

ド
イ
ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ
ン
ド
学
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三
二
五
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東

ド
イ

ッ
に
お
け

る
最
近

の
イ

ン
ド
學

研
究
情

況

(
大

類
)
 

三
二
六

い
こ
と
に
、
抜
本
的
な
疑
念

と
不
瀾
を
抱

い
て
い
た
。

イ

ン
ド
思
想
史
は
、

イ

ン
ド
固
有

の
民
族

の
側

か
ら

な
さ
れ
ね

ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
イ

ン
ド

・
ア

ー
リ
ヤ
民
族
を
圭
髄
と
し
て
そ
の
征
服
髄
制

に
よ
る

階
級
的
視
黙
か
ら

の
み
イ

ン
ド
思
想

の
議
達
史

を
編

成

し
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
西
欧
學
者

の
立
場

は
、
著

し
い
偏
向

で
あ

つ
た
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
事
實
、

そ

の
顯
著
な
矛
盾
は

『
バ
ガ
ヴ
ァ

ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』

の
解
繹

に
封

す
る
大

き
な
自
己
矛
盾
を
、

未

だ
西
欧

學

者
の
見
地

か
ら
は
解
決
し
え
な

い
で
い
る
事
實
を

指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

い
か
な
る
宗
教
も
、

そ

の
本
質

が
卒
和

に
あ

る
な
ら

ば
、
『
ギ

ー
タ

ー
』

の

圭
張

と
眞
債
も
ま
さ

に
卒
和
思
想

の
系
譜

の
上

か
ら

論

ぜ
ら

れ
、
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
し

て
や
、

在
來

の
ご
と
く
南

イ

ン
ド
の
歴
史
を
全
く
無
、

視
な

い
し
等
閑
視
し
て
き
た
イ

ン
ド
學

の
あ
り
か
た

は
、

今
後
は
絶
封
に
許
さ
れ
な

い
し
、

イ

ン
ド
民
族

に
お
け
る
歴

史
意
識

と
肚
會
意
識

を
究
明

す
る
こ
と

な
し
に
は
、

イ

ン
ド
學

の
あ

ら
ゆ
る
分
野

慰
室
盧
な

観
念

の
羅
列

に
終
り
、

生
き

た
現
實

に
纏
績

す
る
學

問

と
は
な
り

え
な
い
。
南

イ

ン
ド
の
歴
史

も
ま
た
北
,
 

イ

ン
ド
の
攣
遷
史

と
有
機
的

に
、
不

可
分

に
關

係
づ

け
ら

れ
て
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、

イ

ン
ド
學

の
正

し

い
研
究
姿
勢

と
方
法
論
は
確
立
し
う

べ
く
も

な
い
。

日
本

の
學
界
も

こ
れ
ま
で
常
に
西
欧
學
者

の
方
法
論

と
成
果

に
無
批
剣
に
追
随
し
、

模
倣

し

て
き

た
が
、

こ

の
西
欧
中

心
圭
義

の
態
度

を
根

本
的

に
批
到
し
、

改

め
な
い
か
ぎ
り
、

眞

の
科
學
的
學
問

と
し
て
の
イ

ン
ド
學

の
樹

立
は
望
み
う

べ
く
も
な

い
し
、
學
問

の

濁
立
も
ま
た
失
な
わ
れ
る

こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

 

こ
の
観
鮎
に
立
脚

し
て
思
考

の

一
端

を
進

め
て
い

た
わ
た
し
に
と
つ
て
、
前
記

ル
ー
ベ

ン
教
授

の

『
イ

ン
ド
哲
學

史
』

は
、
沙
漠

の
オ
ア
シ
ス
の
ご
と
く

そ

の
渇
を
癒
す
も
の
で
あ

つ
た
。

も

と
よ

り
、
今

か
ら

十
敷
年
前

の
著
述

で
あ
る

こ
と
に
ょ
る
覆

い
が
た
い

不
備
も
あ
り
、
不
徹
底
性
が
な

い
で
も
な
い
。

わ
た

し
と
見
解

を
異

に
す
る
鮎
も
少
な
く
な

い
。

わ
た
し

自
身
、

哲
學
思
想
史
は
唯
物
論

と
観
念
論

の
た
た
か

い
の
歴
史

で
貫

か
れ
て
い
る

と
考

え
て
い
る
し
、

ま

た
杜
會
構

成
と
階
級
基
盤
に
立

つ
た
新

ら
し
い
時
代

匿
分

が
イ

ン
ド
思
想
史

の
上

に
施

こ
さ
れ
な
け
れ
ば

な

ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

 

そ
れ
い
ら
い
、

ル
ー
ベ
ン
教
授

と
折

に
ふ
れ
て
文

通

に
よ
つ
て
相
互

の
意
見

の
交
換
を
行
な

つ
て
き

た

が
、
 
一
九
六

一
年

に
同
教
授
が

シ

ャ
ー

ン
テ

ィ
ニ
ケ

ー
タ

ン
の
ヴ
ィ
シ

ュ
ヴ

ァ
・
バ
ー
ラ
テ
ィ
大
學

の
、
タ

ゴ
ー

ル
に
よ
つ
て
創
刊
さ
れ
た
機
關
誌

「
季
刊
ヴ

ィ

シ

ュ
ヴ

ァ

・
バ
ー
ラ
テ
ィ
」
(
T
h
e
 V
is
v
a
b
h
a
ra
ti

に
最
近

の
東

ド
イ
ッ
の
イ

ン
ド
學
研
究
歌

況
を
傳

え

る
論
稿
 (
I
n
d
o
l
o
g
i
c
a
l
 

S
tu
d
ie
s
 
in
 th
e
 G
e
rm
a
n

D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 

R
e
p
u
b
lic
)
 を
寄

せ
る
に
當

つ
て
、

そ
の
爲
し
を
わ
た
し
に
も
恵
迭
し

て
く
れ
る

と
い
う

好
意
を
受
け
た
。

こ
こ
に
薇
述
し
た

の
は
、

そ
の
論

稿
を
中

心
に
か
ね

て
か
ら

の
書
簡
類

か
ら
適
宜
抜
輝
、

参
照

し
て
、

ル
ー
ベ

ン
教
授

を

中

心

に
す

る

ド

イ

ツ

・
イ

ン
ド
學

の
い
わ
ば

「
東

ド
イ
ッ
學
派
」

の
近

況

と
そ
の
目
指
す

と
こ
ろ
を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
ま
で
に
も
本
誌
上

に
、
中
村
元
教
授
を

は
じ
め
、

佐

々
木
現
順
、

前

田
恵

學
、

雲

井

昭

善

教

授

等

の

「
ド
イ
ツ
學
界
だ
よ
り
」

の
委
細

が
報

ぜ
ら

れ
た
が
、

東

ド
イ
ッ
に
言
及
す
る
貼
は
き

わ
め
て
少
な
く
、

か

つ
講
座

の
報
知
程
度

に
と
ど
ま

つ
て
い
た

の
で
、

こ

こ
に
は
少

し
く
趣
き
を
攣
え

て
、
内
容
的

に
東

ド
イ

ツ
學
派
 
(
こ
の
名
構
は
、

必
要

に
鷹

じ
て
一
こ
こ
に
わ

た
し
が
便
宜
的

に
與
え
た

の
で
あ

る
が
)
 が
關

心
を

示
す

と
こ
ろ
を
卒
易
に
紹
介
す

る
こ
と
に
つ
と
め
た
。

 

さ
ら
に
ル
ー
ベ
ン
教
授
は
、

最
近

の
研
究
成
果

と

し
て
、

バ

ン
キ
ム
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
・
チ

ャ
ッ
テ
ル
ジ
ー

か
ら
タ
ゴ
ー
ル
に
い
た
る
近
代

ベ

ン
ガ
ー

ル
文
學

の

中
核

に
迫

つ
て
、
そ

の
文
學

の
イ

ン
ド
文
學
史
上

に

お
け

る
意
義
を
肚
會
背
景
と
歴
史
攣
革

の
イ
デ

オ
ロ

ギ
ー
的
立
場

か
ら
入
念

に
考
察

を
彿

い
、
In
d
is
c
h
e
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s
c
h
u
n
g
,
 V
e
r
o
m
e
n
tlic
h
u
n
g
 N
r
.
 
6
0
)
 を

著

し

た
。

そ

の
内
容

を
簡

軍

に
紹

介

す

る
次

の
文

章

が

示

す

よ

う

に
、

同
教

授

の

イ

ン
ド
文

學

・
イ

ン
ド
思

想

史

の
研

究

分
野

の
廣

さ

と
博

識

を

十

二

分

に

う

か

が

う

に
足

り
、
敬

服

す

べ

き
勢

作

で
あ

る
。
"

D
e
r
 A
u
-

こ

の
勢

作

の
方

法

論

的

立
場

と
目

的

は
、

そ

の
序

論
 
(
E
in
le
itu
n
g
,
 U
b
e
r
 d
ie
 A
b
sic
h
t
 d
ie
s
e
s

B
u
c
h
e
s
)
 の
章
題

を

一
見

す

る

こ

と

に

よ

つ

て
明

o
h
t
e
r
 d
e
s
 
in
d
is
c
h
e
n
 
F
e
u
d
a
lis
m
u
s
)
。本

論

の
第

一
章

は
、

ベ

ン
ガ

ー

ル

・
ル

ネ

サ

ン

ス
 
(
B
e
-

n
g
a
lisc
h
e
 A
u
f
k
l
a
r
u
n
g
)
 

を

考

察

し
、

十

八

世

紀

に

お

け

る

イ

ギ

リ

ス

の
植

民

地

主

義
、

一
七

六

四
年

よ

り

一
八

一
三
年

に

い

た

る
宗

教

・
法

律

・
教

育

・
文

學

に
封

す

る

イ
ギ

リ

ス

の
影

響
、

一
八

一
三

年

か

ら

の
激

攣

と

セ

ラ

ン
ポ

ー

ル

・
ミ

ッ
シ

ョ

ン
の

活

動
、

ラ

ー

ム
。

モ

ー

ハ

ン

・
ロ

ー

イ
 
(
1
7
7
4
-

1
8
3
3
)
 
と

ベ

ン
ガ

ー

ル

・
ル

ネ

サ

ン
ス
、

一
八
三

三

年

か

ら

五

八
年

に
、い
た

る

ペ

ン
ガ
ー

ル
地

方

に

お

け

る
保

守

・
中

立

・進

歩

派

の
運

動

に

つ

い

て
、

論

述

し

て

い
る
。

第

二
章

は
、

ベ

ン

ガ

ー

ル
文

學

の

ロ

マ

ン

主

義
、
第

三
章

は
、

リ

ア

リ
ズ

ム
文

學

へ
の
移

行
、
第

四
章

に

タ

ゴ

ー

ル
を

克

明

に
考
察

し

て

い

る

が
、

そ

の
中

に
、

ラ

フ

ァ
イ

エ

ッ
ト
夫

人
 
(
ク

レ

ー

ヴ

の
奥

方
)
、

ス

コ

ッ
ト
 
(
ア
イ

ヴ

ァ

ン
ホ

ー
)
、

ホ

ー

ソ

ン

(
緋
文

字
)
、

プ

ー

シ

キ

ン
 
(
オ

ネ

ー

ギ

ン
、

大

尉

の
娘
)
、

ク
ラ

イ

ス
ト
 
(
ミ

ヒ

ア

エ

ル

・
コ

ー

ル

ハ

ー

ス
)
、
バ

ル
ザ

ッ
ク
 
(
娼

婦

の
盛

衰
)
、

ゴ

ー

リ

キ

ー
 
(
母
)
、

ツ

ル
ゲ

ー

ネ

フ
 
(
そ

の

前

夜
、

貴
、族

の

擢果
)
、

ト

ル

ス
ト

イ
 
(
ア

ン
ナ

・
カ

レ

ニ
ー

ナ
、
復

活
)
、

ス

テ

ィ
ー

ヴ

ン

ソ

ン
 
(
カ

ト

ゥ

リ

オ

ナ
)
、

キ

ッ
プ

リ

ン
グ
 
(
ジ

ャ

ン
グ

ル

・
ブ

ッ
ク
)
、

ボ

ン

ゼ

ル

ス

(
イ

ン
ド
紀

行
)
、

シ

ョ
ー

ロ

フ
 
(
ひ

ら

か

れ

た

庭

女

地
)
、

茅

盾
 
(
眞

夜

中
)
、

ゼ
、ー

ゲ

ル

ス
 
(
聖

バ

ル

バ

ラ

の
漁

民

の
蜂

起
)
、

ヴ

ェ
ル

ガ
 
(
マ

ラ

ヴ

ォ

リ

ア
家
)
、

ヴ

ェ
ル

フ

ェ
ル
 
(
ヴ

ェ
ル
デ

ィ
)
、

ア

ナ

ト

ー

ル

・
フ

ラ

ン

ス
 
(
舞

姫

タ

イ

ス
)
 等

と
、

タ

ゴ
ー

ル
お

よ

び

ベ

ン
ガ

ー

ル

の
諸

作

家

と

の
作

品

を

縦

横

に
封

比

槍

討

し

て
、

肚
會

主

義

の

立
場

か

ら

近

代

イ

ン

ド
文

學

を

思

想
史

的

に
解

明

し

て
鯨

す

と

こ
ろ

が

な

い
。

イ

ン
ド
文

學

を
本

格

的

に

比
較

文

學

の
分

野

に

定
着

し

て

研

究

を
開

拓

し

た
最

初

の

偉
業

と

い
う

こ
と

が

で

き

る
。

近

代

イ

ン
ド
文

學

の

思

想

史

的

理

解

と
把

握

の

た

め

に
、

同

教

授

の
 
U
b
e
r
 d
ie
 A
u
-

c
h
e
n
,
 
L
it
e
r
a
tu
r
 u
n
d
 K
u
n
s
t
)
 と

と

も

に
必
讃

の
業
績

で

あ

る
。

な

お
、
注

目

す

べ

き
近

著

に
 
W
a
-

東
ド
イ

ッ
に
お
け
る
最
近

の
イ

ン
ド
學
研
究
情
況

(
大

類
)
 

三
二
七
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東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最

近
の
イ

ン
ド
學
研
究
情
況
 
(
大

類
)
 

三
二
八

s
en
s
c
h
a
ft
e
n
 z
u
 B
e
r
lin
)
 が

あ

り
、

ま

た
、

イ

ン
ド
現

代

文

學

を

論

じ

て
は
、

フ

マ

ユ
ン

・
カ

ビ

ー

ル
 
(
現

イ

ン
ド
文

相

・
作

家
)
 
の
代

表
作

へ
の
論

評

V
e
r
l
a
g
,
 

B
e
r
l
i
n
 

が
あ

つ
て
、

ル
ー
ベ

ン
教

授

の

學
問

の
封
象

が
、

そ
の
方
法
論

と
と
も
に
現
實

に
生

き
た
眞
實

の
も
の
で
あ

る

こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き

る
。一

般

に
、
東

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
肚
會
圭
義
諸
國

の
イ

ン

ド
學

・
佛
教
學

の
研
究
現
状

を
日
本

の
斯
學
界

に
傳

え
る
資
料

が
稀
少

で
あ

る
た
め
、

わ
た
し
も
機
會
を

え
て
、
資
料

の
整

つ
た
諸
國

の
活
動
欺
況

か
ら
紹
介

し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

宮
本
理
事
長
先
生

か
ら
御

快
諾

と
懲
懸
を

い
た
だ

い
た
ま
ま
、

わ
た
し
の
諸
事

萬
端

の
た
め
、
本

稿

の
獲

表
が
二
年
越

し
に
遅
延
し

た
こ
と
を
ふ
か
く
お
わ
び
す
る
。
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